
（別紙３）

～ R7年3月31日

（対象者数） （回答者数）

～ R7年3月31日

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

不登校児が来所しやすくするための工夫の考案

2

さまざまなトレーニングの取り入れ。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 みんなの広場　鴫野

○保護者評価実施期間
R7年２月10日

○保護者評価有効回答数

R7年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7 年4月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個室のある間取りを活かし、子どもの時々の状況合わせて活動

場所を分けることができており、小集団活動にて子どもとの距

離が近い丁寧なサポート体制があること。

朝の部は不登校児の受け入れを行い、個別また小集団療育にて

対象が過ごしやすい環境を提供。

その日のスタッフ全員でミーティングを行い、日々必要な支援

を考えている。

コグニティブトレーニングの取り入れ。意図的な支援。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


